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11月20・21日の本会議では各会派から10人

の議員が代表して、市政の各般にわたって市長や

関係理事者に質問を行いました。

本号では、その主なものをお伝えします。

本
市
財
政
は
、
景
気
の
低
迷

に
よ
り
市
税
収
入
が
大
幅
な

減
収
と
な
り
、
歳
出
面
で
は
、
少

子
・
高
齢
社
会
へ
の
対
応
や
環
境
対

策
な
ど
、
財
政
需
要
は
年
々
増
加
す

る
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
中
、
13
年
度
予
算
編

成
に
伴
い
、
430
億
円
に
も
及
ぶ
財
源

不
足
を
ど
の
よ
う
に
克
服
す
る
の
か
。

そ
の
た
め
に
は
、
市
民
の
目
線
に
立

っ
た
行
財
政
改
革
の
積
極
的
な
取
組

が
必
要
で
あ
る
と
思
う
が
、
ど
う
か
。

大
幅
な
財
源
不
足
を
解
消
し

て
い
く
た
め
、
経
常
的
経
費

の
削
減
な
ど
の
内
部
努
力
を
こ
れ
ま

で
以
上
に
重
ね
る
。
更
に
、
市
民
と

行
政
の
役
割
分
担
の
見
直
し
を
行

い
、
既
存
事
業
の
休
廃
止
ま
で
踏
み

込
ん
だ
見
直
し
な
ど
も
視
野
に
入

れ
、
取
り
組
む
こ
と
が
不
可
欠
と
考

え
る
。

こ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
施

策
・
事
業
の
取
捨
選
択
・
重
点
化
・

優
先
順
位
の
明
確
化
を
徹
底
し
、
21

世
紀
の
京
都
の
礎
を
築
く
、
新
し
い

基
本
計
画
を
具
体
化
さ
せ
る
た
め
の

第
一
歩
と
な
る
予
算
を
編
成
す
る
。

国
立
京
都
迎
賓
館
の
建
設
は

21
世
紀
に
向
け
、
本
市
が
国

際
文
化
観
光
都
市
と
し
て
、
ま
た
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
シ
テ
ィ
と
し
て
、
世

界
に
情
報
発
信
す
る
た
め
に
絶
対
に

必
要
で
あ
る
。
更
に
、
和
風
の
迎
賓

館
は
地
場
産
業
の
発
展
に
も
千
載
一

遇
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
。
決
意
を
聞

き
た
い
。国

立
京
都
迎
賓
館
は
、
平
成

を
代
表
す
る
和
風
建
築
と
し

て
、
京
都
の
伝
統
文
化
を
世
界
に
発

信
し
、
伝
統
産
業
の
活
性
化
や
観
光

振
興
、
更
に
は
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
シ

テ
ィ
京
都
の
中
核
施
設
と
し
て
、
21

世
紀
の
京
都
の
発
展
に
重
要
な
役
割

を
果
た
す
も
の
で
あ
る
。

市
の
発
展
に
と
っ
て
正
し
い
と
判

断
し
た
選
択
を
実
現
し
て
い
く
こ
と

が
市
長
の
責
務
で
あ
り
、
和
風
の
迎

賓
館
が
早
期
に
建
設
さ
れ
る
よ
う
、

府
、
商
工
会
議
所
な
ど
と
共
に
、
全

力
で
国
に
強
く
働
き
掛
け
て
い
く
。

核
兵
器
の
廃
絶
を
求
め
る
市

の「
非
核
、
平
和
都
市
宣
言
」

に
基
づ
き
、
今
こ
そ
核
兵
器
の
完
全

廃
絶
に
向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
政
府

と
核
保
有
国
に
発
信
す
べ
き
だ
。
特

に
新
し
い
基
本
計
画
に
は
、
こ
の
宣

言
と
そ
の
具
体
化
を
明
記
す
べ
き
で

あ
る
が
、
決
意
を
聞
き
た
い
。

市
で
は
、
昭
和
53
年
に
、
平

和
を
理
念
と
す
る「
世
界
文
化

自
由
都
市
宣
言
」を
行
い
、
こ
れ
ま

で
様
々
な
取
組
を
進
め
て
き
た
。
11

年
度
に
策
定
し
た
基
本
構
想
と
、
12

年
度
内
に
策
定
す
る
新
し
い
基
本
計

画
は
、
こ
の
宣
言
の
理
念
の
実
現
を

図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

世
界
の
恒
久
平
和
の
実
現
は
、
人

類
共
通
の
願
い
で
あ
り
、
市
と
し
て

も
、
核
兵
器
廃
絶
の
訴
え
や
核
実
験

の
中
止
要
請
を
行
っ
て
き
た
。
今
後

も
、
市
民
と
力
を
合
わ
せ
、
世
界
の

恒
久
平
和
の
実
現
に
寄
与
し
た
い
。

本
市
の
土
地
開
発
公
社
が
保

有
し
、
事
業
化
さ
れ
ず
に
5

年
以
上
経
過
し
て
い
る
、
い
わ
ゆ
る

塩
漬
け
土
地
の
保
有
額
は
750
億
円
に

の
ぼ
る
。
こ
の
抜
本
的
解
決
に
は
、

市
側
の
責
任
あ
る
取
組
が
必
要
だ
。

個
々
の
塩
漬
け
土
地
の
利
用
計
画
を

洗
い
直
し
、
実
現
の
可
能
性
の
乏
し

い
も
の
は
処
分
方
法
を
明
ら
か
に
す

べ
き
で
あ
る
。
ど
う
措
置
す
る
の
か
。

本
市
の
土
地
開
発
公
社
の
総

保
有
面
積
は
他
都
市
と
比
べ

極
め
て
小
さ
い
。
長
期
保
有
地
の
ほ

と
ん
ど
は
事
業
進
ち
ょ
く
の
遅
れ
に

よ
る
も
の
で
、
取
得
目
的
や
用
途
は

確
定
し
て
お
り
、
他
の
自
治
体
で
問

題
に
な
っ
て
い
る
開
発
分
譲
型
の
も

の
は
な
い
。

し
か
し
、
保
有
期
間
が
長
期
に
わ

た
る
と
、
金
利
負
担
の
問
題
も
あ
る

の
で
、
事
業
の
進
ち
ょ
く
に
一
層
努

め
る
と
と
も
に
、
再
点
検
を
行
っ
て

い
く
。
事
業
見
通
し
の
付
か
な
い
も

の
は
、
事
業
計
画
の
変
更
や
売
却
処

分
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

第
三
セ
ク
タ
ー
の
経
営
悪
化

が
市
財
政
圧
迫
の
要
因
と
な

っ
て
い
る
。
赤
字
の
ゼ
ス
ト
御
池
は
、

経
営
責
任
を
自
覚
さ
せ
る
経
営
に
す

る
な
ど
、
抜
本
的
な
見
直
し
が
必
要

で
あ
る
。
ま
た
、
今
日
ま
で
の
地
下

街
の
概
念
、
店
舗
と
い
う
視
点
も
見

直
し
て
み
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
た

め
、
ゼ
ス
ト
御
池
の
空
間
を
、
市
民

が
望
む
福
祉
目
的
を
持
っ
た
施
設
、

例
え
ば
、
葬
儀
場
と
し
て
利
用
す
る

こ
と
を
提
案
し
た
い
が
、
ど
う
か
。

京
都
御
池
地
下
街
株
式
会
社

の
経
営
は
厳
し
い
状
況
だ
が
、

ゼ
ス
ト
御
池
活
性
化
計
画
を
策
定

し
、
経
営
改
善
に
努
め
て
い
る
。
今

後
も
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
の
検
討
が

必
要
で
あ
る
。
防
災
上
、
設
備
上
の

制
約
や
都
心
部
に
あ
る
地
下
街
と
い

う
性
格
を
踏
ま
え
、
12
年
３
月
に
策

定
し
た
市
の
外
郭
団
体
再
整
備
計
画

に
基
づ
き
、
会
社
が
経
営
改
善
計
画

を
策
定
す
る
中
で
、
経
営
健
全
化
に

向
け
た
取
組
を
一
層
進
め
る
よ
う
強

力
に
指
導
し
て
い
く
。

（

）

13
年
度
予
算
に
お
け
る

財
源
不
足
の
克
服
と

行
財
政
改
革
の
取
組

（

）

土
地
開
発
公
社
の
長
期

保
有
地
へ
の
対
策

（

）

第
三
セ
ク
タ
ー
京
都
御

池
地
下
街（
ゼ
ス
ト
御

池
）の
経
営
改
善

急
性
骨
髄
性
白
血
病
の
根
本

的
な
治
療
法
は
骨
髄
移
植
だ

が
、
骨
髄
バ
ン
ク
に
登
録
さ
れ
て
い

る
ド
ナ
ー
の
数
は
全
国
で
13
万
人
と

少
な
い
。
一
人
で
も
多
く
の
血
液
難

病
患
者
を
救
う
た
め
、
市
民
し
ん
ぶ

ん
な
ど
で
、
ド
ナ
ー
の
登
録
を
呼
び

掛
け
て
い
た
だ
き
た
い
が
、
ど
う
か
。

白
血
病
な
ど
の
血
液
難
病
は
、

骨
髄
移
植
に
よ
り
、
健
康
を

取
り
戻
す
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

骨
髄
移
植
の
成
功
に
は
、
患
者
と
提

供
者
の
白
血
球
の
型
が
一
致
す
る
必

要
が
あ
る
が
、
適
合
割
合
は
低
く
、

広
く
骨
髄
ド
ナ
ー
登
録
者
を
確
保
す

る
必
要
が
あ
る
。

市
で
は
、
骨
髄
ド
ナ
ー
登
録
に
つ

い
て
、
市
民
し
ん
ぶ
ん
な
ど
で
の
周

知
や
職
員
へ
の
呼
び
掛
け
を
行
う
と

と
も
に
、
骨
髄
移
植
推
進
財
団
な
ど

と
協
力
し
、
登
録
者
の
確
保
に
努
め

て
い
る
。
今
後
も
、
一
層
の
確
保
に

向
け
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
、
市

民
へ
の
普
及
・
啓
発
に
努
め
て
い
く
。

特
定
疾
患
の
患
者
の
病
名
や

人
数
に
つ
い
て
は
、
各
保
健

所
か
ら
府
に
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
を
把
握
し
て
い
る
の
は
、
府
だ

と
聞
い
て
い
る
。
児
童
の
難
病
が
多

発
し
て
い
る
中
、
な
ぜ
市
は
調
査
を

し
て
い
な
い
の
か
。

難
病
の
市
民
の
方
々
の
実
態

を
把
握
す
る
こ
と
は
、
個
々

の
生
活
状
況
や
ニ
ー
ズ
を
知
る
う
え

で
大
変
重
要
で
あ
る
。
当
然
、
府
に

任
せ
る
こ
と
な
く
、
各
保
健
所
で
、

こ
れ
ま
で
か
ら
難
病
患
者
の
方
へ
の

家
庭
訪
問
や
医
療
相
談
事
業
な
ど
を

実
施
し
、
併
せ
て
保
健
所
職
員
の
専

門
知
識
の
向
上
を
図
る
な
ど
、
相
談

業
務
の
充
実
に
努
め
て
い
る
。

今
後
、
保
健
福
祉
局
や
教
育
委
員

会
で
、
難
病
患
者
の
実
態
把
握
に
一

層
努
め
る
と
と
も
に
、
難
病
対
策
事

業
を
き
め
細
か
に
推
進
し
て
い
く
。

あ
る
精
神
障
害
者
福
祉
施
設

の
建
設
が
地
元
住
民
の
大
反

対
を
受
け
、
計
画
が
立
ち
往
生
し
て

い
る
。
障
害
を
克
服
し
、
社
会
復
帰

し
よ
う
と
す
る
努
力
を
応
援
す
る
の

が
人
の
道
で
あ
る
。
市
民
に
対
す
る

強
い
訴
え
を
願
い
、
所
見
を
求
め
る
。

精
神
保
健
福
祉
施
策
の
推
進

に
つ
い
て
は
、
広
く
市
民
の

理
解
を
得
る
た
め
、
市
民
参
加
型
の

啓
発
を
積
極
的
に
展
開
す
る
な
ど
、

こ
こ
ろ
の
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ン
を
着
実

に
推
進
し
て
い
る
。

精
神
障
害
者
福
祉
施
設
の
建
設
に

当
た
り
、
地
域
住
民
の
一
部
の
理
解

が
得
ら
れ
ず
、
計
画
が
停
滞
し
て
い

る
こ
と
は
、
精
神
障
害
の
あ
る
市
民

の
人
権
に
か
か
わ
る
重
大
な
問
題

で
、
人
権
文
化
の
息
づ
く
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
う
え
で
極
め
て
残
念

だ
。
精
神
障
害
に
関
す
る
理
解
を
よ

り
一
層
深
め
て
い
た
だ
く
取
組
を
進

め
、
誤
解
や
偏
見
の
な
い
こ
こ
ろ
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
目
指
す
。

（

）

骨
髄
ド
ナ
ー
登
録
を
促

す
普
及
・
啓
発

（

）

精
神
障
害
者
福
祉
施
設

の
建
設
に
対
す
る
地
元

住
民
の
理
解

子
ど
も
へ
の
暴
力
、
子
ど
も

に
よ
る
暴
力
は
、
学
校
、
家

庭
、
地
域
を
含
む
社
会
全
体
の
問
題

だ
。
子
ど
も
た
ち
自
身
に
よ
る
自
発

的
な
意
思
表
示
と
し
て
の「
非
暴
力
宣

言
」が
世
界
に
発
信
で
き
る
よ
う
、
市

長
が
先
頭
に
立
っ
て
子
ど
も
た
ち
に

呼
び
掛
け
る
と
と
も
に
、
社
会
全
体

が
子
ど
も
の
健
全
育
成
を
後
押
し
す

る
よ
う
働
き
掛
け
て
い
く
べ
き
で
あ

る
。
見
解
と
決
意
を
聞
き
た
い
。

子
ど
も
の
心
の
荒
廃
は
、
憂

慮
す
べ
き
状
況
で
あ
り
、
市

立
学
校
で
は
、
家
庭
・
地
域
と
連
携

し
て
心
の
教
育
の
充
実
を
図
る
と
と

も
に
、
生
徒
会
に
よ
る
暴
力
を
許
さ

な
い
ア
ピ
ー
ル
な
ど
、
生
徒
自
身
の

積
極
的
な
活
動
も
進
ん
で
い
る
。

市
も
、
人
づ
く
り
21
世
紀
委
員
会

な
ど
広
範
な
市
民
と
連
携
し
、
市
民

意
識
を
一
層
高
め
る
活
動
を
行
う
。

ま
た「
非
暴
力
宣
言
」な
ど
子
ど
も
た

ち
の
自
主
的
な
活
動
を
支
え
、
世
界

に
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
発
信
で
き
る
よ

う
、
市
長
を
先
頭
に
取
り
組
む
。

青
年
の
家
に
事
業
を
引
き
継

ぐ
こ
と
を
前
提
に
廃
止
さ
れ

る
青
少
年
活
動
セ
ン
タ
ー
は
、
京
都

（

）

「
子
ど
も
た
ち
自
身
に

よ
る
非
暴
力
宣
言
」

の
取
組

（

）

青
少
年
施
設
の
再
編
成

駅
前
に
あ
り
年
間
約
7
万
人
が

利
用
し
て
お
り
、
存
続
を
要
望

す
る
声
が
多
く
上
が
っ
て
い

る
。
当
面
す
る
問
題
と
し
て
、

現
利
用
者
の
た
め
の
暫
定
施
設

な
ど
の
対
処
が
必
要
と
思
う

が
、
ど
う
か
。

青
少
年
活
動
セ
ン
タ
ー

は
、下
京
区
役
所
の
総
合

庁
舎
化
に
伴
う
保
健
所
移
転
の

た
め
廃
止
す
る
。こ
れ
は
、市
内

７
箇
所
の
青
年
の
家
の
利
用
状

況
の
低
下
な
ど
に
よ
る
改
善
対

策
の
一
環
で
、今
回
、青
年
の
家

の
利
用
対
象
年
齢
の
引
下
げ

や
、事
業
内
容
の
見
直
し
な
ど

を
行
い
、こ
れ
ま
で
の
同
セ
ン

タ
ー
の
事
業
を
各
青
年
の
家
で

所
管
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

同
セ
ン
タ
ー
の
廃
止
に
伴
い
、

円
滑
な
移
行
を
図
る
た
め
、当

面
の
対
処
と
し
て
、小
学
校
跡

地
を
利
用
し
、暫
定
的
な
代
替

施
設
の
開
設
に
努
力
し
て
い
く
。

国
は
、
大
手
銀
行
の
破
た
ん

処
理
に
は
支
援
枠
の
確
保
な

ど
を
し
た
が
、
な
ぜ
京
都
の
二
信
金

問
題
に
は
支
援
し
な
い
の
か
。
債
務

者
全
員
が
営
業
を
継
続
で
き
る
よ
う

安
定
化
融
資
制
度
の
継
続
と
保
証
枠

拡
大
へ
の
資
金
投
入
を
、
市
長
が
先

頭
に
立
っ
て
、
政
府
に
緊
急
に
求
め

る
べ
き
だ
が
、
決
意
を
聞
き
た
い
。

市
は
、
府
な
ど
と
共
に
、
関

係
信
金
に
、
円
滑
な
資
金
供

給
へ
の
特
段
の
配
慮
を
要
請
し
、
国

に
は
、
事
業
譲
渡
が
円
滑
に
進
む
よ

う
要
請
し
て
き
た
。
ま
た
、
金
融
安

定
化
特
別
保
証
制
度
も
、
国
に
保
証

枠
の
拡
大
を
要
請
し
、
3
千
億
円
も

の
追
加
を
獲
得
し
た
。
更
に
、
整
理

回
収
機
構
へ
引
き
継
が
れ
る
中
小
企

業
者
な
ど
へ
の
き
め
細
か
な
対
応

や
、
信
用
保
証
制
度
の
更
な
る
拡
充

な
ど
も
要
請
し
て
き
た
。
今
後
と
も
、

国
な
ど
と
の
緊
密
な
連
携
の
下
、
よ

り
き
め
細
か
く
対
応
し
て
い
く
。

（

）

京
都
み
や
こ
・
南
京
都

両
信
用
金
庫
の
事
業
譲

渡
に
伴
う
支
援
要
請

島
津
製
作
所
の
開
発
構
想
は
、

商
業
集
積
ガ
イ
ド
プ
ラ
ン
の

上
限
の
倍
近
い
売
場
面
積
3
万
6
千

㎡
の
複
合
商
業
施
設
で
、
全
く
論
外

で
あ
り
、
企
業
倫
理
も
な
い
も
の
だ
。

ま
ち
づ
く
り
条
例
に
定
め
ら
れ
て
い

る
、
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
に
合
う
よ

う
に
変
更
す
べ
き
だ
。
こ
れ
を
容
認

す
れ
ば
、
将
来
的
に
小
売
流
通
業
界

の
暗
黒
時
代
が
到
来
す
る
。
毅
然
た

る
態
度
で
臨
む
べ
き
だ
が
、
ど
う
か
。

ま
ち
づ
く
り
条
例
は
、
良
好

な
ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
、

開
発
構
想
が
市
の
方
針
に
適
合
す
る

よ
う
求
め
る
も
の
で
あ
る
。
本
条
例

に
よ
り
、
島
津
製
作
所
の
構
想
を
市

民
に
お
知
ら
せ
し
、
提
出
さ
れ
た
意

見
書
の
内
容
を
反
映
で
き
る
よ
う
に

な
る
な
ど
、
望
ま
し
い
土
地
利
用
に

向
け
た
秩
序
あ
る
誘
導
が
可
能
と
な

っ
た
。
あ
の
地
に
極
め
て
大
規
模
な

商
業
施
設
は
必
要
な
い
と
考
え
て
い

る
。
今
後
、
島
津
製
作
所
が
市
の
方

針
を
理
解
し
、
構
想
を
見
直
さ
れ
る

よ
う
、
土
地
利
用
調
整
審
査
会
の
意

見
も
踏
ま
え
、
十
分
協
議
す
る
な
ど
、

し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い
く
。

9
月
市
会
で
は
、
今
後
、
ま

ち
づ
く
り
条
例
の
運
用
を
積

み
重
ね
る
中
で
、
見
直
し
の
必
要
が

あ
れ
ば
検
討
し
た
い
と
答
弁
さ
れ
た
。

こ
の
条
例
の
実
効
性
に
疑
問
が
生
じ

た
今
、
交
通
問
題
な
ど
環
境
ア
セ
ス

メ
ン
ト
の
義
務
付
け
、
特
別
用
途
地

域
の
活
用
な
ど
、
早
急
に
改
善
す
べ

き
だ
。
ま
た
、
島
津
製
作
所
に
強
い

姿
勢
で
臨
む
べ
き
だ
が
、
ど
う
か
。

ま
ち
づ
く
り
条
例
と
商
業
集

積
ガ
イ
ド
プ
ラ
ン
が
な
け
れ

ば
、
島
津
製
作
所
は
既
に
大
規
模
小

売
店
舗
立
地
法
の
手
続
に
入
っ
て
い

た
は
ず
で
あ
り
、
具
体
的
な
手
立
て

を
講
じ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と

考
え
る
。
今
後
、
条
例
の
手
続
に
従

い
、
島
津
製
作
所
に
対
し
、
関
係
機

関
と
連
携
し
、
市
の
行
政
の
総
力
を

挙
げ
て
開
発
構
想
の
見
直
し
を
指
導

し
た
い
。
な
お
、
条
例
な
ど
は
、
現

段
階
で
見
直
す
必
要
は
な
い
と
考
え

て
い
る
が
、
特
別
用
途
地
区
な
ど
都

市
計
画
手
法
の
活
用
は
引
き
続
き
検

討
し
た
い
。

他
都
市
で
は
、
水
害
に
備
え
、

市
民
や
企
業
に
貯
水
槽
な
ど

の
設
置
に
協
力
を
求
め
、
雨
水
の
貯

留
や
地
下
浸
透
対
策
を
行
っ
て
い
る
。

本
市
で
も
、
雨
水
利
用
な
ど
の
総
合

的
な
指
針
を
作
り
、
開
発
時
に
も
、

市
民
、
企
業
の
協
力
を
求
め
る
指
導

を
行
う
と
と
も
に
、
貯
水
槽
設
置
な

ど
へ
の
助
成
措
置
を
講
じ
る
べ
き
と

思
う
が
、
ど
う
か
。

新
し
い
基
本
計
画
や
環
境
管

理
計
画
な
ど
で
、
雨
水
利
用

（

）

島
津
製
作
所
五
条
工
場

跡
地
の
開
発
構
想
へ
の

対
応

（

）

ま
ち
づ
く
り
条
例
な
ど

の
見
直
し

そ
の
ほ
か
の
主
な
質
問

○
北
部
山
間
地
域
の
活
性
化
策
の
推
進

○
市
民
に
負
担
を
掛
け
な
い
市
政
改
革
の
在
り
方

○
事
業
系
ご
み
の
減
量
化
に
向
け
た
取
組

○
伏
見
市
と
の
合
併
70
周
年
の
総
括

人づくり21世紀委員会会議風景

骨髄ドナー登録のための説明・採血風景

国立京都迎賓館完成予想模型

11月定例会では、意見書4件
と決議3件を可決しました。
意見書については、内閣総理

大臣など、関係機関に提出しま
した。

京都議定書の早期発効を
求める意見書

12年11月にオランダのハーグ市で
開催されたCOP６で、京都議定書を
各国が批准可能なものにするための
政治的合意に至ることができなかっ
たことは遺憾である。
国は、国内の温室効果ガスの排出
削減対策の充実を図るとともに、
COP３の議長国としての役割を果た
すこと。

（全会一致）

食品の安全確保に関する意見書
近年、遺伝子組換えなど新しい科
学技術で生産された食品の安全性
に、強い関心が寄せられている。ま
た、Ｏ－157 やダイオキシンなどの
問題のほか、輸入食品の安全性に対
する関心も高まっている。
国は、食品衛生法について、消費
者の安全確保の視点を組み入れた法
改正や情報公開、包装表示の充実な
ど運用の強化を図ること。

（全会一致）
音楽療法士の国家資格制度の
創設等を求める意見書
音楽は、高齢者や心身障害者等の
心身の活性化に大きな効果を与える
ことが知られている。音楽療法はこ
うした音楽の力を活用し、対象者の
心身機能の回復や健康の維持を図ろ
うとするものである。
国は、次の施策を早急に確立する
こと。
1 音楽療法士の国家資格制度を創

設し、養成を図ること。
2 民間や地方自治体による音楽療
法の調査研究や普及活動に対する
補助制度を創設すること。
3 高齢者施設や重度障害者等の医
療・福祉施設等における音楽療法
導入に対する補助を行うこと。

（全会一致）
リバース・モーゲージ制度の
確立等を求める意見書
この制度は、老後の生活の安定と

向上のため、高齢者が住む住宅・土地
等の資産を担保にして、高齢者の生
活費等を金融機関や自治体から融資
として受け、死亡後、その住宅・土地等
を売却し清算するものである。
国は、高齢者が利用しやすい制度
の確立に向け研究、検討すること。

（全会一致）
同和行政に関する決議

13年度末までの特別施策としての
同和対策事業終結を表明できるまで
に至ったが、京都市基本計画を根拠

に同和対策事業を14年度以降に継続
することのないよう、次の事項につ
いて不退転の決意で取り組むこと。
1 技能労務職への選考採用は、14年
４月以降は行わないこと。
2 隣保館等地区内施設について、
広く市民の利用を進めること。
3 地区内の保育所について、地区
外からの入所を進めること。
4 地区内の改良住宅の空き家実態
を整理し、地区外からの入居を含
めた取組を進めること。家賃滞納
について、市営住宅と同様に毅然
とした対応を行うこと。
5 運動団体に対する補助金につい
て、更に見直すこと。
6 運動団体の活動にかかわる職免
について、早急に廃止すること。

（全会一致）
京都の保育水準の拡充を
求める決議

保育園の待機児童の解消が言われ
る一方、定員割れのところもあり、

その解決が急がれている。
更に12年４月の保育園設置認可の
規制緩和により、保育水準などに新
たな問題が生じている。
だれもが安心して子どもを産み育
てられる社会をつくるため、「プー
ル制」の堅持をはじめ、公的責任に
おいて安定的な保育施策が行われる
よう強く求める。

（全会一致）
島津製作所五条工場跡地利用
計画に関する決議
市は、島津製作所に対し、次の項
目を厳正かつ的確に実施すること。
1 市のまちづくりの方針に適合し
た計画となるよう十分協議し、強
力な行政指導を行うこと。
2 立地に伴い予想される諸問題に
ついても、必要かつ十分な対策を
講じ、住民の理解を得るように努
めるよう指導すること。

（賛成多数）

意 見 書 ・ 決 議
［骨　子］

（

）

国
立
京
都
迎
賓
館
建
設

に
向
け
た
決
意

※

※
特
定
疾
患

原
因
が
不
明
で
治
療
方
法
が
確
立

し
て
い
な
い
、
い
わ
ゆ
る
難
病
の
う

ち
、
治
療
が
極
め
て
困
難
で
か
つ
医

療
費
も
高
額
で
あ
る
疾
患
を
特
定
疾

患
と
定
め
、
病
因
や
治
療
の
研
究
、

医
療
費
の
補
助
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

な
ど
水
循
環
の
保
全
を
位
置
付
け
て

お
り
、
建
設
中
の
環
境
学
習
・
エ
コ

ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー（
仮
称
）な
ど
の
公

共
施
設
で
、
貯
留
槽
を
設
置
し
、
雨

水
の
雑
用
水
へ
の
利
用
を
図
っ
て
い

る
。
ま
た
、
雨
水
の
流
出
の
抑
制
な

ど
を
図
る
た
め
、
幹
線
道
路
の
歩
道

な
ど
で
、
透
水
性
の
あ
る
舗
装
の
採

用
に
努
め
て
い
る
。

今
後
と
も
、
可
能
な
限
り
、
雨
水

利
用
な
ど
水
循
環
の
保
全
に
向
け
た

対
策
を
推
進
し
て
い
く
。

市
内
の
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の

約
30
％
が
竣
工
後
20
年
を
超

え
、
今
後
こ
れ
ら
の
適
切
な
維
持
管

理
の
た
め
の
支
援
体
制
を
整
え
る
必

要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
分
譲
マ
ン
シ

ョ
ン
の
現
状
把
握
や
管
理
組
合
、
入

居
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
基
づ
く
実

態
調
査
、
専
門
家
と
連
携
し
た
相
談

窓
口
の
充
実
、
N
P
O
法
人
な
ど
関

係
団
体
と
の
連
携
を
図
る
こ
と
な
ど

を
提
案
す
る
。
見
解
を
聞
き
た
い
。

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
適
切
な

維
持
管
理
は
、市
民
の
居
住
の

安
全
を
確
保
す
る
う
え
で
重
要
だ
。

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
実
態
調
査

は
、
具
体
的
な
施
策
の
基
礎
資
料
と

し
て
必
要
で
あ
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
含
め
早
急
に
実
施
す
る
。
ま
た
、

相
談
窓
口
の
充
実
や
関
係
団
体
と
の

連
携
な
ど
も
、
適
切
な
維
持
管
理
の

促
進
に
有
効
で
あ
り
、
今
後
重
要
な

政
策
領
域
と
し
て
、
積
極
的
に
進
め

て
い
き
た
い
。

（

）

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
適

切
な
維
持
管
理
の
た
め

の
支
援
策

（

）

市
民
や
企
業
の
協
力
を

得
た
総
合
的
な
雨
水
対

策
の
実
施

環境学習・エコロジーセンター（仮称）完成予想図　

（

）

京
都
市
基
本
計
画
へ
の

「
非
核
、平
和
都
市
宣
言
」

の
明
記

（

）

難
病
患
者
の
実
態
調
査

の
実
施


